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一
の
宮
町
、
阿
蘇
町
、
波
野
村
が
合

併
し
て
「
阿
蘇
市
」
誕
生 

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
総
合
案
内

所
が
落
成 

 

阿
蘇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局
開
局 

波
野
中
学
校
新
校
舎
が
落
成 

 

汚
泥
処
理
再
生
セ
ン
タ
ー(

赤
水)

完
成 

阿
蘇
神
社
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定 Ａ
Ｓ
Ｏ
環
境
共
生
基
金
設
立 

東
部
森
林
基
幹
林
道
開
通 

第
31
回
全
国
育
樹
祭
が
阿
蘇
市｢

阿

蘇
み
ん
な
の
森｣

で
開
催 

 

阿
蘇
市
内
を
横
断
す
る
幹
線
道
路
整

備
に
着
手 

内
牧
支
所
が
新
築
・
移
転 

道
の
駅
「
阿
蘇
」
開
駅 

 

阿
蘇
地
域
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認

定 

 

内
牧
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
「
あ
そ
☆

ビ
バ
」
オ
ー
プ
ン 

 

阿
蘇
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
完
成 

阿
蘇
西
ふ
れ
あ
い
市
場 

「
あ
か
み
ず
」
オ
ー
プ
ン 

阿
蘇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
光
運
用
開
始 

第
１
回
大
阿
蘇
火
の
山
ま
つ
り
開
催 

第
１
回
大
阿
蘇
元
気
ウ
オ
ー
ク
開
崔 

 

九
州
北
部
豪
雨 

阿
蘇
中
学
校
開
校 

 

阿
蘇
地
域
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定 

阿
蘇
小
学
校
開
校 

火
の
国
阿
蘇
の
恵
み
の
ブ
ラ
ン
ド

「
然
」
発
信
開
始 

 

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
開
院 

阿
蘇
地
域
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定 

 

阿
蘇
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典 

阿
蘇
草
原
保
全
セ
ン
タ
ー
開
館 

阿
蘇
中
岳
噴
火 

（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
３
） 

 

一
の
宮
小
学
校
開
校 

熊
本
地
震 

阿
蘇
中
岳
噴
火 

（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
３
） 

 

国
道

57
号
北
側
ル
ー
ト
二
重
峠
ト
ン

ネ
ル
着
工 

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館 

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝 

グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得 

 

国
道
57
号
滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
着
工 

平成２５年に発信を開始した市民ブランド「然」 

交
通 

 

阿
蘇
市
の
交
通
網
は
、
東
西
に
横
断

す
る
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
と
、
そ
れ
に
並
行

し
て
走
る
国
道
57
号
、
南
北
を
縦
断

し
大
分
県
日
田
市
と
結
ぶ
国
道
２
１
２

号
、
大
分
県
別
府
市
と
結
ぶ
主
要
地
方

道
別
府
一
の
宮
線(

通
称
や
ま
な
み
ハ

イ
ウ
ェ
イ)

、
南
阿
蘇
地
域
と
結
ぶ
国

道
２
６
５
号
が
主
要
道
路
と
な
っ
て
い

ま
す
。
主
要
都
市
ま
で
の
交
通
ア
ク
セ

ス
は
、
熊
本
市
中
心
部
ま
で
約

50

㎞
、
福
岡
市
中
心
部
ま
で
約
１
４

５
㎞
、
大
分
市
中
心
部
ま
で
約

75

㎞
、
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
は
約
35
㎞

と
な
り
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
は
、
熊
本
地
震
で
肥

後
大
津
～
阿
蘇
間
で
不
通
と
な
り
、
Ｊ

Ｒ
に
よ
る
代
替
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い

ま
す
。 

豊
肥
本
線
に
沿
う
形
で
走
る
国
道
５

７
号
は
、
震
災
に
よ
り
被
害
の
出
た
現

道
復
旧
と
北
側
ル
ー
ト
の
開
設
、
滝
室

坂
ト
ン
ネ
ル
の
新
設
と
大
き
な
変
化
の

中
に
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
ル
ー
ト
も

大
分
県
や
熊
本
市
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

良
好
な
も
の
と
す
る
た
め
、
本
市
の
交

通
状
況
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
事
業

と
な
り
ま
す
。 

道
路
及
び
鉄
道
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ

ラ
は
、
市
民
の
生
活
に
経
済
面
を
含
め

た
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
で
影
響
を
与
え
ま

す
。
一
日
も
早
い
復
旧
が
望
ま
れ
ま

す
。 

人
口 

平
成
27
年
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口

は
、
２
７
，
０
１
８
人
で
、
平
成
22

年
の
２
８
，
４
４
４
人
か
ら
約
１
，
５

０
０
減
少
し
て
い
ま
す
。
昭
和
30
年

を
ピ
ー
ク
に
迎
え
て
以
降
、
転
出
者
が

転
入
者
を
上
回
る
社
会
減
、
出
生
数
を

死
亡
が
上
回
る
自
然
減
の
両
面
か
ら
、

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

世
帯
数
は
人
口
の
減
少
に
反
し
て
増

加
し
て
い
る
た
め
、
１
世
帯
当
た
り
の

人
口
は
減
少
を
続
け
て
お
り
、
世
帯
の

小
規
模
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

年
齢
層
別
構
成 

０
～
14
歳
の
年
少
人
口
が
３
，
２

３
９
人
、
15
～
64
歳
の
生
産
年
齢
人

口
が
１
４
，
１
４
３
人
、
65
歳
以
上

の
老
年
人
口
が
９
，
６
３
３
人
で
す
。

平
成
７
年
と
27
年
を
比
較
す
る
と
、

高
齢
化
率
は
１
３
．
３
％
の
増
加
、
生

産
年
齢
人
口
は
８
・
５
％
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
高
齢
化
率
は

熊
本
県
や
全
国
の
結
果
よ
り
高
く
、
少

子
高
齢
化
が
著
し
く
進
ん
で
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。 

産
業
別
構
成 

産
業
別
就
業
者
は
、
平
成
27
年
国

勢
調
査
で
は
、
第
１
次
産
業
が
２
，
４

０
２
人
、
第
２
次
産
業
が
２
，
９
８
７

人
、
第
３
次
産
業
が
８
，
０
８
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

本
市
は
、
熊
本
県
や
全
国
よ
り
も
第

１
次
産
業
の
従
事
者
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
離
農
者
の
増
加
は

進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
に
伴

い
各
産
業
の
就
業
者
数
は
、
減
少
を
続

け
て
い
ま
す
。 

平
成
２９
年 

平
成
２５
年 

平
成
２６
年 

平
成
２７
年 

平
成
２８
年 

平
成
30
年 
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開
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内
を
横
断
す
る
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道
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整
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内
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支
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が
新
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道
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火
の
国
阿
蘇
の
恵
み
の
ブ
ラ
ン
ド

「
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」
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セ
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タ
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阿
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ジ
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パ
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（
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国
道
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号
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ル
ー
ト
二
重
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ト
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ネ
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着
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Ａ
Ｓ
Ｏ
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博
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デ
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カ
バ
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国
道
57
号
滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
着
工 

阿
蘇
市
は
、
熊
本
県
の
北
東
部
、
阿
蘇
地
域
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
て
お
り
、
熊
本
県
と
大
分
県
の
県
境
を
有
し
、
大

分
の
２
市
を
含
め
て
８
つ
の
市
町
村
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。

市
域
は
東
西
約
30
㎞
、
南
北
約
17
㎞
で
、
面
積
は
３
７
６.

３
０
平
方
㎞
と
な
り
ま
す
。 

地
形
は
、
阿
蘇
五
岳
を
中
心
と
す
る
世
界
最
大
級
の
カ
ル

デ
ラ
や
広
大
な
草
原
を
有
し
、
比
較
的
平
坦
地
の
多
い
阿
蘇

谷
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
阿
蘇
外
輪
地
域
で
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
の
大
部
分
が
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
内
に
あ
り
、

野
焼
き
に
代
表
さ
れ
る
人
と
自
然
の
共
生
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
き
た
広
大
な
草
原
や
、
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
を
は
じ
め
と
す

る
阿
蘇
特
有
の
希
少
動
植
物
な
ど
豊
富
な
自
然
と
様
々
な
地

域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。 

気
候
は
、
年
平
均
気
温
約
13
℃
、
年
間
降
水
量
約
３
０

０
０
㎜
で
、
四
季
を
通
じ
て
比
較
的
冷
涼
で
多
雨
な
地
域
で

す
。 産

業
は
、
平
坦
地
で
の
稲
作
や
園
芸
作
物
、
山
間
地
で
の

高
冷
地
野
菜
づ
く
り
を
主
と
し
た
農
業
と
雄
大
な
自
然
景
観

や
阿
蘇
神
社
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
遺
産
を
活
か
し
た
観
光

が
主
と
な
り
ま
す
。 

７００万本のソバの花 

平
成
１７
年 

平
成
１８
年 

平
成
１９
年 

平
成
２０
年 

平
成
２１
年 

平
成
２２
年 

平
成
２３
年 

平
成
２４
年 


